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我
が
家
の
娘
が
誘
拐
さ
れ
た
儘
な
の

に
、
そ
の
誘
拐
犯
の
息
子
の
死
去
を

延
々
と
報
じ
る
日
本
の
「
メ
デ
ィ
ア
」

っ
て
何
な
の
？

　

２
月
13
日
の
金
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ナ
ム

正
男
ク
ア
ラ
ル
ン

夜
、
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
的
に
報
ず
る
だ
け

だ
っ
た
の
で
す
か
ら
。

　

そ
の
北
朝
鮮
が
３
月
６
日
、
中
距
離

弾
道
ミ
サ
イ
ル
「
ス
カ
ッ
ド
Ｅ
Ｒ
」
を

４
発
同
時
に
発
射
。
３
発
が
秋
田
県
の

男
鹿
半
島
沖
３
０
０
km
の
排
他
的
経
済

水
域
Ｅ
Ｅ
Ｚ
に
落
下
し
ま
す
。
男
鹿
市

で
は
17
日
、
国
県
市
合
同
で
避
難
訓
練

を
実
施
。
公
民
館
や
小
学
校
ま
で
半
径

１
０
０
ｍ
以
内
の
住
民
１
１
０
人
を
対

象
に
防
災
無
線
で
避
難
を
促
し
、「
極

め
て
意
味
が
あ
っ
た
」
と
内
閣
官
房
参

事
官
は
訓
練
後
の
会
見
で
述
べ
ま
し
た
。

　

実
は
今
回
も
日
本
周
辺
を
航
行
す
る

船
舶
へ
は
13
分
後
、
飛
行
機
へ
は
29
分

後
の
情
報
伝
達
で
し
た
。
ス
カ
ッ
ド
Ｅ

Ｒ
は
約
３
分
間
で
上
空
１
２
０
０
km
へ
。

射
程
１
５
０
０
km
の
飛
行
時
間
が
約
６

分
。
菅
義
偉
官
房
長
官
は
13
日
、「
発

射
か
ら
10
分
以
内
に
日
本
に
到
達
す
る
。

事
前
通
告
も
な
く
、
そ
の
範
囲
内
で
国

民
に
情
報
提
供
す
る
の
は
不
可
能
に
近

い
」
と
正
直
に
〝
告
解
〞
し
て
い
ま
す
。

「
複
数
ミ
サ
イ
ル
を
同
時
発
射
可
能
な

能
力
を
示
し
た
」
と
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
シ

リ
ン
グ
国
防
総
省
ミ
サ
イ
ル
防
衛
局
長

は
コ
メ
ン
ト
。「
過
去
20
年
間
努
力
し

て
き
た
が
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
は
失
敗
。

違
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
。
北
朝
鮮
の

抑
止
に
は
中
国
が
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
」
と
レ
ッ
ク
ス
・
テ
ィ
ラ
ー
ソ

ン
国
務
長
官
も
16
日
に
東
京
で
発
言
。

　

19
日
に
は
北
京
で
「
米
中
が
衝
突
や

対
抗
を
せ
ず
に
互
い
を
尊
重
し
、
意
思

疎
通
と
協
力
を
強
化
し
、
相
互
利
益
の

精
神
で
関
係
を
発
展
さ
せ
た
い
」
と
述

べ
る
と
、
習
近
平
国
家
主
席
も
「
両
国

の
共
通
の
利
益
は
意
見
の
食
い
違
い
よ

り
大
き
い
。
協
力
こ
そ
唯
一
の
正
し
い

選
択
」
と
呼
応
。
翌
20
日
に
は
王
毅
外

務
大
臣
が
「
朝
鮮
半
島
情
勢
が
衝
突
や

戦
争
に
至
る
の
か
、
冷
静
に
な
っ
て
外

交
的
対
話
に
立
ち
戻
る
の
か
、
我
々
は

岐
路
に
あ
る
」
と
会
見
し
ま
し
た
。

　

何
故
か
日
本
で
は
余
り
報
じ
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
北
朝
鮮
は
世
界
有
数
の

地
下
資
源
保
有
国
で
す
。
ア
メ
リ
カ
資

源
探
査
衛
星
の
デ
ー
タ
に
拠
れ
ば
、
軍

需
産
業
に
必
須
な
タ
ン
グ
ス
テ
ン
埋
蔵

量
の
半
分
が
北
朝
鮮
に
。
４
０
０
万
ト

ン
の
ウ
ラ
ン
埋
蔵
量
も
、
他
の
国
々
の

埋
蔵
量
合
計
と
同
規
模
。
携
帯
電
話
か

ら
誘
導
ミ
サ
イ
ル
ま
で
必
須
な
レ
ア
ア

ー
ス
も
、
中
国
の
６
倍
近
い
埋
蔵
量
。

因
み
に
現
在
、
レ
ア
ア
ー
ス
の
世
界
供

給
量
の
９
割
を
中
国
が
独
占
し
、
価
格

決
定
権
を
握
っ
て
い
ま
す
。

　

金
や
鉄
鉱
石
、
亜
鉛
等
も
含
め
た
地

下
資
源
の
主
要
輸
出
先
は
中
国
、
オ
ラ

ン
ダ
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
。
更
に
は
論
よ

り
証
拠
、
Ｇ
７
参
加
国
の
中
で
北
朝
鮮

と
国
交
を
有
さ
ぬ
国
は
、
米
仏
日
の
３

カ
国
の
み
で
す
。

　

金
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ウ
ン

正
恩
体
制
の
５
年
間
で
核
実
験

３
回
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
30
回
以
上
も
強

行
す
る
北
朝
鮮
に
対
し
、
優
柔
不
断
な

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
政
権
と
異
な
り
直
情

径
行
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
政
権
は

Ｆ
22
戦
術
戦
闘
機
で
核
施
設
粉
砕
に
踏

み
出
す
、
と
期
待
す
る
向
き
が
日
本
に

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
が
、
そ
こ
に

は
、
ミ
サ
イ
ル
基
地
全
滅
後
の
朝
鮮
半

島
を
ど
う
制
御
す
る
か
、
の
冷
徹
な
視

点
が
欠
落
し
て
い
ま
す
。

　

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
米
中
の
み
な
ら
ず

ロ
シ
ア
も
、
パ
リ
政
治
学
院
で
学
ん
だ

遺
児
の
金キ
ム
・
ハ
ン
ソ
ル

漢
率
を
〝
擁
立
〞
す
る
迄

の
間
、
金
正
恩
体
制
の
暴
発
を
防
ぐ
べ

く
「
外
交
的
対
話
に
立
ち
戻
る
」
し
か

な
い
と
判
断
し
て
い
る
の
で
す
。
視
野

狭
窄
な
「
中
国
包
囲
網
」
の
島
国
発
想

か
ら
超
え
ら
れ
ぬ
日
本
と
は
真
逆
な

「
地
球
儀
俯
瞰
外
交
」
で
す
。

　

地
下
資
源
分ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン

配
の
実
利
を
巡
る
各
国

の
思
惑
の
中
で
、
拉
致
被
害
者
問
題
が

「
包
囲
網
」
な
ら
ぬ
〝
放
置
網
〞
へ
と

陥
る
悲
劇
を
生
ま
ぬ
為
に
も
、
冷
静
で

冷
徹
な
対
話
へ
の
参
加
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
竹
槍
と
防
空
頭
巾
の
如
き
避

難
訓
練
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぐ
前
に
。

プ
ー
ル
国
際
空
港
殺
害
事
件
か
ら
半
月

後
、
僕
は
ラ
ジ
オ
番
組
で
慨が
い

歎た
ん

し
ま
し

た
。
拉
致
被
害
者
問
題
を
抱
え
る
日
本

が
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
ぬ
為
の
具
体
的

方
策
を
論
ず
る
べ
き
な
の
に
、
連
日
連 資源大国・北朝鮮

★
次
号
５
月
号
の
発
行
日
は
４
月
28
日（
第
４
金
曜
日
）で
す
。


